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有見 ・ 無見門
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1． 説
一

切 有部 （以下 ，有部 と略称〉は ， 「諸 門分別」 とい う独 自の 議 論方法 を用

い て
， 諸法 を分析 的 に考察 して い る． 諸 門分別 の 中に は ， 「有見 ・無見 」 とい う

門 が 立て られ て い る． 有見 ・無見 門 は ， 有部 の 初期論書 『集異 門足 論』 か らす で

に 見 い 出 され ， 『倶舎 論』 に至 る有部諸論 の 中で 広 く論 じ られ て きた ． 本稿 は ，

有 部諸論 の 中で 有見 ・無見 門が どの よ うに 論 じ られ て きた の か ， そ の 議論 の 変遷

過 程 を考察 し よ うとす る もの で ある ．有 見 ・無見 の 語 は 「目 に見 える もの （も し

くは 「可視的 な もの ⊥ sa −nidarSana ）」「目に見 えない もの （もし くは 「可視 的で な い もの 」，

a−nidarSana ，　AκBh，18．24−26 （1−29ab））」（旧訳 「可 見」
・
「不可見」）を意味す る 術語 で ある ．

2 ． 『集異門足論』で は ， 「食」「行」の 諸 門分別 （T．26
， p．367c18−369b9）

1）
に有見 ・

無見門が 見い 出 され ， そ こ で は食 ， 行の 無見が 示 され て い る． 『集異 門足論』全

体 に見 出 さ れ る 有 見 ・無 見 門 の 議 論 は 食 ， 行 の 諸 門 分 別 に 限 られ て お り， 有

見 ・無見 に 関 して の 議論 は な され て い ない ．他 方で
， 『集異 門足 論』の 頃 か ら 「法

処所摂 の 色」 （T．蹴 p．・412a18−19）， 「無表語業」， もし くは 「無表身業」 （IL　20　p．452G

20−453a12） とい う語 が すで に 現 われ て い る こ とか ら
， 後 世の 有部論書 で 説 か れ て

い る ような有見 ・無見 の 意味を含意 して い る とも考えられ る． 次に 『識 身足論』 （T．

26
，
　p．582c9

− 19）で は
， 「六識 身」 を主題 とす る 諸 門分 別 の 中 に有見 ・無見 門が見

い 出 され
2）

， そ こ で は
， 「諸有見 法 ・諸無 見法 」・「唯有見 法 ・唯 無見法 」 とい う

分類 が な さ れ て い る． また ， 『品類足 論』 （T．26， p．766a14−22） に お い て も， 『識 身

足論』 と同 じ六 識 身の 諸 門分別が説か れ て お り （『品類足論』で は 「諸」の 語を欠 き，

「有見法 ・無見法」 とな っ て い る ）， 『識 身足 論』 よ りも詳細 な解説が な され て い る．

ただ し， 「諸有 見法 」「唯有見法」 な どの 用例 は
， 『識 身足論』 『品類足 論』 に お い

て の み見 い 出 され る術語 で あ り， 六識 身に基 づ い た有見 ・ 無 見の 分類法 で あ る．

よ っ て
， 『識 身足論』 の 解 説 で は

， 対境 （vi＄aya ＝ 六境）に 応 じて 生 起す る 「所識」

の み を説 き ， 『品類 足 論』 で は ， 『識 身足 論』が 論 じて い ない 三 界 諸心にお ける 十

智 と随眠の 随増 を論 じて い る． よ っ て ， 両論 におい て有 見 ・無見の 概 念が直接論
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じられて い るの で はない ． 『品類足 論』以 降の 六識 身 と有見 ・無見 との 関係 をめ

ぐる 議論 は
， 『発 智論』「十納 息」 （T ．26，p．943b8−949b23）の 解説 の 中で 整備 され ，

詳説 され て い くこ とに な る．

3 ． 『品類足論』で は ， 同論第六 章 （辯 攝 等品 ・第六 之
一

）の 二 法 を列挙す る 中に

「有見法 ・無見法」（T．27，
　p．711b8， 旧訳 T．26

， p．644b9 「可見法 ・不可見法」）を挙げて

お り， 有部 論書の 中で 初 め て 有見 ・無見 が 主 題 と して 論 じ られ て い くよ うに な

る ． 辯攝 等品 に お け る 有見法 と無見法の 解説で は
， 「有見 法云 何 ． 謂一 處． 無見

法云何． 謂十一 處」 （T ．　26，　p．714a15− 16）と あ り， 有見 ・ 無 見 を十二 処 に配 して分

類 して い る ． 有見法 の 「一 處」 とは 「色処」 の こ とで あ り， 無見法 とは 色処 を除

い た 「十一處」で ある． また ， 『品類足 論』は 「有見 法。
一界 一處 一 蘊攝 ．七 智知．

除他心 滅道智 ． 二 識識． 欲色界遍行 ． 及修所斷隨 眠隨増． 無見法． 十七 界十
一

處

五 蘊攝 ， 十智 知． 五識識．
一

切隨 眠隨増」 （T．　26， p．723c8−12）と述 べ ， 五 蘊 ・十二

処 ・十八 界 を列 挙 した 中で
， 有 見 ・無見 を分類 して い る ．他 の 箇 所 で は

，
五 蘊

（T．　26，
　p．　760a9−12）， 十二 処 （T ．26，p．696b19−20）， 十八 界 （T．26，　p．762c5−9）そ れぞれ

の 解説 の 中で
， 有見 ・無見 の 分類が 論 じ られ て い る ． その 中で

，
五 蘊の 解説 で は

特 に 色蘊 に つ い て の 有 見 ・無 見 を 詳細 に 論 じ て い る． 色 蘊 と無見 との 解 説 中 に

「
一

處 の 少分 」 と あ り， 法 処所 摂 の 色 で あ る無 表色 （avijfiapt ・
，
　cE 　T．　26，

　p．693a2−4）

を意味 して い る
3）
． 以上

， 『品類足 論』 で 論 じ られ る よ うに な っ た 五蘊 ・十二 処 ・

十八 界 に つ い て の 有見 ・無見の 分類 は
， それ 以 降の 「倶舎論』 に 至 る 有 部論書 の

中で ， 『品類足論』の 分類 と同様 に論 じられ てい くこ とに なる．

4 ． 『発智論』で は
， 「十 門納息」 （T．・26，p．943b8）の 四十二 法 を列挙す る 中 に有見

法 ・無見法 を挙げ ， 有見 ・無見 が よ り諸法 の 体系の 中で 問題 と され て い くよ うに

な る ． ま た
， 『品 類 足 論』 で は 論 じ られ て い な い

， 「有 為 相 の 無 見 」 （T．　26，
　p．

926a4−8） を説 き， 他 に は 「因」 と 「縁」 との 議論の 中で 有 見 と無見 との相 互 関係

（T．26， p．988bl8−21）
4）

に つ い て も考察 して い る．

　次 に 『婆沙論』 （T，27， p．390bl−c26 ）
5）

で は ， 先 に述 べ た 『発智論』 が 列 挙す る

四十二 法中の 「有見 ・無見法」（旧訳 で は 「可見法 ・不 可 見法」 （
「
L　26， p．802b12））の

語 の み を取 り上 げて 有見 ・無見 を詳細 に 論 じて い る ． 『婆沙論』 にお ける 有見 ・

無見の 議論の 特徴 は ， 有見 法 ・無見法の 他 に 「有見義 ・無見義」 を論 じて い る点

にあ る． 有見 義 ・無見義 とは
， 有 見 と無見 との 概念 の 相 違 に 関 す る議論 で あ り，

『婆沙 論』 以前の 論書で は論 じ られ て い ない ． 両概 念 の 相 違 につ い て は世 友 ， 大

徳 （旧訳 に は 厂佛 陀提 婆 （覚天 ）」 とある
，
T ．28

， p．292b29−C2 ）， 脇 尊者 の 諸説
5）

の 中
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で 明 らか に され て お り （T．27，p．390bl2−18）， また有 部諸 師に よ る 無見義の 解説 で

は い ずれ も 「此相 違是無見義」 とあ り， 有 見の 対概念 が 無見で あ る こ とを説い て

い る． 以 上 の こ とか ら， 『婆沙論』 にお ける有見 ・無見 は， 色処の 固有性 を指 し

示す根拠 と して論 じ られ て い る の で ある． 他 方で
， 『婆沙論』 以 降 の 心論系の 論

書 ， 『倶 舎論』（IUr友説の み）
，

『順 正理 論 』で は ， 有 見 ・無 見 の 解 説 の 中 で 「婆沙 論』

の 諸 師説 を挙 げて い る． よ っ て ， 有部教義 学 にお け る有 見 ・無 見 の 定 立 は ， 『婆

沙論』の 頃 と言 っ て よ い だ ろ う． ま た
， 『婆沙論』の 有見 ・無 見の 議論 の 終 わ り

に
， 色 法 の 実在論 証 に 関す る 譬喩 者 と阿毘達磨 諸論 師 との 議論 が 見 い 出 され る

（T ．27，　p．390c3−26）
7）
． 阿毘達磨 諸論師 は

， 脇 尊者 説 （T．27， p．390b16− 17）の 「影像 」

（色 処）， 及び 「谷響 等」 （声 な どの 境）の 実有 に つ い て 有見 ・無見 の 概 念 を用 い て

色法の 実有 を証 明 して い る．

5． 心 論系 の 論書 か ら ， 十 八 界 の 諸 門 分 別の 中で 有見 ・無見 が論 じ られ る よ う

に なる
8）
． 『心論』， 「心論経』で は ， 『婆沙論』以 来の 有見 ・無見の 伝承に 基づ い

た 有見 ・無 見 を解説 して い るが
9）

， 『雑心 論』 （T．28，p．874bl4−29；c £ T．28，　p．873b4−

9）で は
， 世友 ， 覚 天 の 二 説 の 他 に 『婆沙論』 が 認め て い な い 妙音説 （cf．・T．・27，　p．

8−9）を挙 げて い る ． また
， 『雑心 論』 は

， 妙音 説 の 理証 と して 『発智 論』 （cf．・T．

26，p．951a22ff．）を引用 し ， 「十入 界 は 有見で あ る 」と 『雑心論』自身が 述べ て 有 見 ・

無見 の 解説を帰結 して い る． 以 上 の 点か ら， 「雑心論』 は妙音 説 ， もし くは 『発

智論』 を含 め た有 見 ・無 見 の 立 場 に あ る と考 え られ 得 る が 判 然 と しな い 点が 残

る ． 心論系 の 論書 で は
， 十八 界の 諸門分 別の 中で 有 見 ・無 見門 を立 て

， そ の 点 に

お い て 有部教義学説の 展 開 と して 認め る こ とが で きる が
， 『雑心論』 は 「婆沙論』

の 立 場 を その まま論 じて い る の で は ない ．

6 ． 『倶舎論』で の 有見 ・無見 門 の 解 説 （AKBh ，18．24− 19．・2）は 十八 界 に つ い て の

有見 ・無見の 分 類 ， お よび 「婆沙論』の 世友説 （c£ 　AKBh ，16．21＞の み を引 い た 素

朴 な解説 とな っ て い る
lo）

． 「順正理 論』 （T．29，
　p．　348a12−28） は ， 「婆沙論』 の 諸 師

説 （大徳説 ・世友説 ・阿毘達磨諸論師説） の 解説 を簡 略 に 纏 め列 挙 して
， 『婆沙論 』

以 来 の 伝承 に基 づ い た有見 ・無見 の 解説 を して い る． 阿毘 達磨諸論 師の 説 を明 瞭

に挙げて い る の は 『順 正 理論』の み で あ る が
， 『順 正 理 論』 は 『婆沙 論』 の 色法

の 実在論証の 議論 （T．27，　p．390c3− 26）に つ い て 言及 して い ない
ll）

，

1 ）『集異門足論』「食」「行」の 諸門分別で は，後 世 の 有部諸論 に見 られ る
， 有見 ・無見，

有対 ・無対，有為 ・無為， 三性，三 学，界繋の 諸門を列挙 して い る．　　　 2 ） 『識身
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足 論』が挙げる諸門 とは，色法 ・無色 ， 有見 ・無見 ， 有対 ・無対 ， 有漏 ・無漏 ， 有為 ・

無 為の 五 門 で あ り，そ れ ぞれ 法に 「諸」 と 「唯」の 語 を附 して 二 十種法 ・十対 か らな る

分 別 の 中で 六 識身を解説 して い る．　　　 3 ）Cf．『発智論』 T．26
，
　p．1026c20−22，

　p．　1027a

l5−18； また ， 『品 類 足 論』 で は ， 「四大 種所造 の 色」 （T ．26，
　p．733c12−14，

　p．　734b16−17）
と有見 ・無見 との 関係 に つ い て も論 じて い る ． 『発智論』 で は

，
四 大種所造 と有見 ・無

見 とに つ い て ，「大種 所造處．幾有 見．答
一．幾無見． 答八 二 少 分」 （

「
L26 ，　p．981c14−

15） と分類 し， それ に 関 して 『婆沙論』で は 「二 の 少分」 とは 厂触処 の
一

部」 （四大種

以 外の 触処） と 「法処 の
一

部」 （無表色）で あ る と解説 して い る．；『婆沙論』 （Vol．　128，
旧訳欠），

T．27， p．666a17−27．　　 4 ）「因」 とは 同類 ・異熟の 二 因で あ り， 「縁」とは ，

所縁縁 ・増上縁 ・等無間縁の 三 縁 の こ とで ある ．　　　 5 ）『旧婆沙』 （Vbl．40）T．・28，
　p．

292b7−cl2
， 『稗婆沙論』（Vol．7）T．28，

　p．462bl−27， （Vol．6）T．28，　p．　455a24−b4 （『婆沙 論』

（Vol．73）T．27，
　p．　379c3−11に対応）， （Vol．6）T．　28，

　p．　455c8−26 （cf．『婆沙論』（Vol．75）T．

27，p．390c3−16 に 対応）， （Vol ．6）T ．28，　p．455a25−b4 （『婆沙論』 （Vbl．73）T ．27
，
　p．379。3−

11 に対 応）．　　　 6＞世 友は，個 別 に認 識 され た諸 現 象 を有 見 と説 き，色 処 の 存在 に

よ っ て 眼識 が成 り立 つ こ とを説い てい る． また大徳 は，対象 （色境 ）を捉 え る機能が 眼

根 に は あ り， 眼根 に よ っ て捉え られ た境 を有見 で あ る と説い て い る． また 次に脇尊者

は ， 色界の 実有性に 関する説で あ り， 有見なる色界は 「影像」を有 して い る か らこ そ眼

根 に よ っ て 捉 えられ ， 「知る」 と い うこ とが 眼識 にお い て 成 り立 つ こ とを説 い て い る．

7 ） 『旧婆沙』 （Vo1．40）T．28，
　p．292b27−c12 ，『婢婆沙論』 （Vol．6）T ．　28，　p．455c18−26．

8 ）Cf．『舎利 弗阿毘 曇論』T．28，　p．535b1−3： 十八 界幾 可 見幾不可 見．一可見十七 不可見．

云何
一

可見 ．色界是 名一可 見．云何十 七不可見．除色 界餘不可 見．　　　 9 ） また ， 『心

論』 （T ．・28
， p．809c15−20）で は 世友説 の み を引 き ， また 『心論経』 （T．28，

　p．835bl2− 20）

で は 世友，覚天 の 二 説 を引い て 有見 ・無見 を解 説 して い る ．　　 　 10）SA （58．4− 22）
で は，色法 に 関す る 解説 の 重複 を避 ける よ うに して

， 『倶舎論』 界品の 色処で 解説 （c£

AKBh ，16．14−22） され て い る 十色処 の 中で 色処が 「最上 」 （pradhAnya，　 SA，58．9−10
，
　cf．

AKBh ，16．20）で あ る こ とを示 し
，

お よび 「倶舎論』の 十八 界 の 諸門分別 で 論 じ られ て

い る大 種 と大種所 造色 との 分別 中に 挙 げて い る経典 （SA，58．11−20；cf．　AKBh ，24．1−8）

をその まま引用 して ，有見
・
無見 の 註釈 を終 えて い る ．　　　 11）TA で は，『順 正理 論』

（
「
L　29，

　p．　348a20−28）と同様 の 大 徳 説 ・世 友説
・阿 毘達 磨諸 論 師 の 諸 説 を挙 げて い る．；

TA
，
　P．　tolO3b4 −7 ： D ．　tho86b3 −5 （cf．・LA ，

　P．ju68a5−6 ； D ．　cu60bl ）．
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1924．　SA ：称友疏 Sphu −

larthb　AbhidharmakoSavy∂khya，
　ed ．　Unrai　Woghihara．　Tokyo ： Sankibo　Buddhist　Book 　Store，

1936．TA： Tattv∂rtha 　AbhidharmakoSiatika．
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